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ヘパリンナトリウム  
カ、カナダ、  
オーストラリ  中国、アメリ   ア  

有効成分  

イダノア保健当局は最近、イタリア北東部のRavenna地方  
における166例のテクングニヤ熟症例（内27例は確定例）  
を報告した。検査の結果、同地方の蚊が感染を媒介して  
いることが明らかとなった。ヨーロッパにおいて蚊によるテ  
クングニヤウイルス伝播は今回が初めてである。同地方  
への旅行者は蚊に刺されないように準備し、また、テクン  
グニヤ熟の症状に注意を払うべきである。  

CDC／Travelcr’s  

Hea仙2007年9月  

11日  

ウロキナーゼ  
テラジグ三軍ラ イルス感染  

ヒト尿  
中国   持田製薬   

ウロキナー ゼ  

H5Nlインフルエンザウイルスに感染した男性1名および  

妊婦1名とその胎児の剖検組織を調べた。肺のⅡ聖上皮  
細胞、気管の上皮細胞、リンパ節のT細胞、脳の神経細  
胞及び胎盤のホフパウエル細胞と細胞栄養序でウイルス  
遺伝子配列と抗原が検出され、腸粘膜ではウイルス遺伝  
子配列のみが検出された。胎児では肺、末梢単核細胞、  
肝マクロファージに遺伝子配列と抗原が検出された。本  
ウイルスは肺だけでなく気管に感染し、脳を含む他の巻  
官に拡がり、また胎盤を通過し、母親から胎児にも伝播し  
うる。  

PMCA（ProteinmisfoLdingcyclicampliRcatjon）法を用いて  
Sc237感染ハムスターにおけるPrPSGの尿中排泄及び血  
中レベルの時間経過試験を行ったところ、疾患末期に高  
率のPrPSG排泄を認めた。経口投与後、PrPSGは全ての  
パフイーコート検体中に存在し、症状出現期のハムスター  
の血しよう検体の大部分に存在した。尿中には経口投与  
後数日間はPrPScが排泄されたが、それ以降末期まで検  
出されなかった。TSE感染動物の尿中でPrPSGが生化学  
的に検出された初めての報告である。  

鳥インフルエン ザ  LanGet2007：370：  

1137－1145  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

JGenViro12007；  

88：2890－2898  

敗血症を発症した糾歳男性の血液より、嫌気性のグラム  

陽性球菌～短梓菌が培養された占RNA塩基配列を決定  
し、ActinobaculunlShaaliiと同定した。同定後、  
SBT／ABPCの投与を行い、患者は軽快退院した。日本で  
初めてのAshaalii感染報告症例と思われる。血液培養で  
菌種不明の嫌気性グラム陽性菌が検出された場合、同  
菌である可能性がある。   

第56回日本感染症  
学会東日本地方総  
会 第54回日本化  
学療法学会東日本  
支部総会合同学会  
2007年10月26－27  
日  

細菌感染  
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中国で鼻周囲の肉芽腫病変を呈した36歳男性の  第51回白木医真菌  
学会総会 2007年  
11月9－10日   

織から分離された薗が、形態学と分子生物学的検査で  
Conidiobo（uscoronatusと同定された。Itraconazoleを12ケ  
月間用い、完全に治癒した。患者は同真菌による  
Entomophthoromycosisであった。中国で初めての報告例  
である。  

中国衛生省は2008年1月10日、中国南京市で鳥インフル  
エンザ（H5Nl型）に感染して死亡した息子から、父親への  
感染を確認したと発表した。中国で人から人への感染が  
確認されたのは初めてである。ウイルスが新型に変異す  
ると大流行する恐れがあるが、遺伝子の変異はないとし  
ている。  

∂Sahi．com 2008年1 月10日  蔦才ジカ［三ジ  

ザ  

ヒト尿  中国  

ウロキナー ゼ  

イダノア保健当局は最近、イタリア北東部のRavenna地方  
における166例のテクングニヤ熟症例（内27例は確定例）  
を報告した。検査の結果、同地方の蚊が感染を媒介して  
いることが明らかとなった。ヨーロッパにおいて故によるテ  
クングニヤウイルス伝播は今回が初めてである。同地方  
への旅行者は故に刺されないように準備し、また、テクン  
グニヤ熟の症状に注意を払うべきである。  

CDC／Traveler’s  

Hea仙2007年9月 11日  テクジグ三亨ラ イルス感染  

日本  表面識∵‾  
人血清アル  
ブミン   

ヒト血液  

製造工程  

AFP2007年9月13 日  
ペルー保健局は、公立病院で輸血を受けた患者4名が6ケ  
月内にHⅣに感染したことを受け、国内の240の血液′くン  
クを精査した。44歳女性がHⅣに汚染された血液を輸血さ  
れたことが報じられた後、当局は、その他に11ケ月の幼児  
を含む少なくとも3名がHIVに感染したと発表した。更に、  
社会安全透析センターに行った患者30名がC型肝炎lこ感  
染したことを発表した。HⅣおよぴC型肝炎問題はペルー  
保健サービスの汚点である。   

川∨感染、C型  

肝炎  
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H5Nlインフルエンザウイルスに感染した男性1名および  
妊婦1名とその胎児の剖検組織を調べた。肺のⅡ聖上皮  
細胞、気管の上皮細胞、リンパ節のT細胞、脳の神経細  
胞及び胎盤のホフパウエル細胞と細胞栄養序でウイルス  
遺伝子配列と抗原が検出され、膿粘膜ではウイルス遺伝  
子配列のみが検出された。胎児では肺、末梢単核細胞、  
肝マクロファージに遺伝子配列と抗原が検出された。本  
ウイルスは肺だけでなく気管に感染し、脳を含む他の審  
官に拡がり、また胎盤を通過し、母親から胎児にも伝播し  
うる。  

鳥インフルエン ザ  
bn（：et2007；370：  

1137－1145  

PMCA（Proteinrnisf01dingcyclicampLification）法を用いて  
SG237感染ハムスターにおけるP帝S¢の尿中排泄及び血  
中レベルの時間経過試験を行ったところ、疾患末期に高  
率のPrPSc排泄を認めた。経口投与後、PrPScは全ての  
パフイーコート検体中に存在し、症状出現期のハムスター  
の血しよう検体の大部分に存在した。尿中には経口投与  
後数日間はPrPScが排泄されたが、それ以降末期まで検  
出されなかった。TSE感染動物の尿中でPrPScが生化学  
的に検出された初めての報告である。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

JGenViro12007；  

88：2890－2898  

細菌感染  第56回日本感染症  
学会東日本地方総  
会 第54回日本化  
学療法学会東日本  
支部総会合同学会  
2007年10月26－27  
年  

敵瓦盲を宮窟〔貰繭羨嘗啓ゐ石窟よりこ‾藤気疎ゐゲラ工‾  

陽性球菌一短梓菌が培養された。RNA塩基配列を決定  
し、Ac七nobacu山mshaalijと同定した。同定後、  
SBT／ABPCの投与を行い、患者は軽快退院した。日本で  
初めてのAshaalii感染報告症例と思われる。血液培養で  
菌種不明の嫌気性グラム陽性菌が検出された場合、同  
菌である可能性がある。  

感染  
‾  

軒i面盲盲雇真菌  
学会総会 2007年  
11月9－10日  

‾  
串国号豪商函ゐ菌葬儀萌葱盲皇亡石蕗議官許ゐ竜蔭訂  
織から分離された菌が、形態学と分子生物学的検査で  
ConidioboLuscoronatusと同定された。Itraconazoleを12ケ  
月間用い、完全に治癒した。患者は同文菌による  
Entomophthoromycosisであった。中国で初めての報告例  
である。  

asahi．com 2008年1 月10日  
中匡衛生省は2008年1月10日、中国南京市で鳥インフル  

エンザ（H5Nl型）に感染して死亡した息子から、父親への  
感染を確認したと発表した。中国で人から人への感染が  
確認されたのは初めてである。ウイルスが新型に変異す  
ると大流行する恐れがあるが、遺伝子の変異はないとし  
ている。   

葛才ジヲJ茄 ザ  
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トブレイクしたテク  2005－2006年にレユニオン諸島でアウ  PLoS Pathogens 
2007；3：1895－1906  

乾燥濃縮人活性化  化学及血  
清療法研  
究所   

ロティンC  
ングニヤウイルス（CHI灯）感染は、エンベロープ蛋白辻伝  
子の変異株（E卜A226V）が関係していた。この変異の、  
ネッタイシマカおよぴヒトスジシマカにおけるCHIKV適合性  
に対する影響を調べた。その結果、CHIKVのヒトスジシマ  
カに対する感染性が有意に増加し、哺乳マウスへの伝播  
がより効率的になることが明らかとなった。通常のベク  
ターであるネッタイシマカがいない同地域でCHlVKが大  

流行したのはこの変異が原因と考えられる。  

イルス感染  

CDCとウガンダ保健省は、2007年8月から始まったウガン  
ダ西部に位置するBundibugyb地区におけるエボラ出血熱  

のアウトブレイクを報告した。2008年1月3日までに148人  
が羅患し、37人が死亡した。患者検休の遺伝子解析によ  
り、既知の4つのエボラウイルス株と異なる、新たなウイル  
ス株である可能性が示唆された。確定には更なる研究が  
必要である。  

CDC2008年1月8日  
エボラ出血  

2007年12月に江蘇省南京で発生した52歳男性の鳥イン  
フルエンザ感染患者は、患者であった息子との濃厚な接  
触により感染したものであり、ウイルスの変異は認められ  
ていない。しかし、息子と父親はいずれも死亡した家禽と  
の接触がないため、息子の感染源は明らかになっていな  
い。息子は11月24日に発症し、12月2日に死亡し、父親は  
12月3日に発症したが回復した。ヒト用トリインフルエンザ  

ワクチンは臨床試験PhaseIlの段階にある。  

鳥インフルエン ザ  ChinaView，  

www．chinaview，Cn  

2008－01－10  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ○性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。   

了汚フi葡脈葡萄‾ 膜炎  

10，1056／NEJMoaO7  NEnglJMed2008； 358  3785  

日本  
亨弓天顔葡…   マウス由来  

モノクローナ  
ル抗休  

乾燥濃縮人血液凝固第IX医l子  
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沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

ヲタ藤蘭‾叩‾▼  カナダ、イタ  

リア、米国  
沈降精製百日せきジフテリー  

合ワクチン  

沈降精製百日せきワクチン  

至誠云＝乏扇蒔だじ三≡芽う葡宮モテラFヲじ：行［子；テラ‾  

ングニヤウイルス（CHIKV）感染は、エンベロープ蛋白遺伝  
子の変異株（【卜A226V）が関係していた。この変異の、  
ネッタイシマカおよぴヒトスジシマカにおけるC川KV適合性  
に対する影響を調べた。その結果、C川KVのヒトスジシマ  
カに対する感染性が有意に増加し、哺乳マウスヘの伝播  
がより効率的になることが明らかとなった。通常のベク  
ターであるネッタイシマカがいない同地域でC川VKが大  
流行したのはこの変異が原因と考えられる。  

アポセルロ  
ブラスミン  テクジグ三軍ラ イルス感染  

PLoS Pathogens 
2007：3：1895－1906  合ワクチン  

沈降精製百日せきワクチン  

CDCとウガンダ保健省は、2007年8月から始まったウガン  
ダ西部に位置するBundibugyo地区におけるエボラ出血熱  
のアウトブレイクを報告した。2008年1月3日までに148人  
が羅患し、37人が死亡した。患者検体の遺伝子解析によ  
り、既知の4つのエボラウイルス株と異なる、新たなウイル  
ス株である可能性が示唆された。確定には更なる研究が  
必要である。  

CDC2008年1月8日  
エボラ出血  

亘扇ラ育子言再だ江森音義衰亨裏革［箆滋窟勇髄石島才ジ‾‾  

フルエンザ感染患者は、患者であった息子との濃厚な接  
触により感染したものであり、ウイルスの変異は認められ  
ていない。しかし、息子と父親はいずれも死亡した家禽と  
の接触がないため、息子の感染源は明らかになっていな  
い。息子は11月24日に発症し、12月2日に死亡し、父親は  
12月3日に発症したが回復した。ヒト用トリインフルエンザ  

ワクチンは臨床吉武験PhaseIIの段階にある。  

蔦才ジ万［王ジ ザ  ChinaView．  

www．chinaview．cn  

2008－0卜10  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6過後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを公平な迅速シークエンシングで解析  
することにより、リンハ1生脈絡髄膜炎に関係する新規のア  
レナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシピ  
エントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルスが  
検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認され  
た。この方法は病原体発見の強力な手段である。   

リンハ憺脈絡髄  
膜炎  

10．1056／NEJMoaO7  N EnglJMed2008： 358  3785  
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2007年4月初旬よ  第56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

ウシの心臓  ハートエキス  百 日せきジフテリア破傷風混  沈降精製   
怠感、39度合の発熱、悪寒が出現し、腰背部痛が出現し  
徐々に激しくなったため4月10日に受診した。5月18日に  
入院し、血液培養から連鎖球菌が検出され、肺塞栓、脊  
椎炎を合併した感染性心内膜炎と診断された。ペニシリ  
ンとゲンタマイシン併用投与により軽快した。同菌は  
streptcoGCUSSuis2と同定され、牛の飼育から感染したと  
思われた。  

合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
破傷風トキソイド  

■■－－－■■－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－■■■■‾ 動物における腸管出血性大腸菌の保有状況を調査した。  

平成18年6月から19年2月に愛媛県内の屠殺場に搬入さ  
れたウシ143頭、動物愛護センターに収容されたイヌ了1  
頸、ネコ67頸の直腸便を検査した結果、ウシでは82頸  
（57．3％）からヒト腸管出血性大腸菌（EHEC）が137妹分離さ  
れ、0157や026など9種類の血清型が含まれていた。イヌ  
とネコからはEHECは検出されなかった。  

日本公衆衛生雑誌  
第66回日本公衆衛  
生学会総会 2007  
年10月24－26日  

大腸菌性胃腸 炎  

■■■l■■■■■－－●一－■■－－－一一一－－一一－－－－－－－－－－－－－－■■■■■－－－－■－■＝■－－－－－－－－一■－■－■－－■■l■■■ 80010に同じ  

第56回日本感染症  

学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

レンサ球菌感 染  
カザミノ醸  

合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  

一一■■■■■－■■■■■■－●－－－－－－－一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一■一■■■■■■■■■■■■■■■ 80010に同じ  日本公衆衛生雑誌 第66回日本公衆衛  

生学会総会 2007  
年10月24－26日  

大腸菌性胃腸  
炎  

■■■－■■－■一■■■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一●■－●■■■■－■■■－■■■一●■ 80010に同じ  第56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日   

日本公衆衛生雑誌  
第66回日本公衆衛  
生学会総会 2007  
年10月24－26日  

中国又は ポーランド  レンサ球菌感 染  
ポリペプトン  

百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
コレラワクチン  

一■■■■■■－－●■■－－－－－－－－t－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－■●■■■－■一 80010に同じ   大腸菌性胃腸 炎  
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沈降精製百日せきジフテリ  スキムミルク  ウシの乳  某56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

80010に同じ  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  
破傷風トキソイド  
コレラワクチン  

天繭硬膏廟‾ 炎   
百奉蚕素面宣撫訂  
第66回日本公衆衛  
生学会総会 2007  

年10月24－26日  

80010に同じ  

日本脳炎ワクチン  
ラクトアルブ ミン水解物  

第56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

日本公衆衛生雑誌  
第66回日本公衆衛  
生学会総会 2007  
年10月24－26日  

80010に同じ  

レンサ球菌感 染  乾燥日本脳炎ワクチン  

大腸菌性胃腸  
炎   

80010に同じ  

ウシ血清  ウシの血液  製造中止  
‾  

膏諒面古寺感凛頑  
学会東日本地方会  

総会、第54回日本  

化学療法学会東日  

本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  

27日   

盲育苗豪商喜藤  
罵66回日本公衆衛  
生学会総会 2007  

年10月24－26日  

80010に同じ  

レンサ球菌感 染  

80010に同じ   大腸菌性胃腸  
炎  

7／260ページ  



第56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日   

盲青石泰衡室藤  
第66回日本公衆衛  
生学会総会 2007  
年10月24－26日  

ウシ胎児の血 液  
日本脳炎ワクチン  80010に同じ  

80010に同じ  大腸菌性胃腸  
炎  

2006年5月にインドネシアのスマトラ北部でおよぴ2005年  
12月にトルコ東部の家族で観察されたトリインフルエンザ  
H5Nlの集団が、ヒトヒ卜伝播によるか否かを統計的方法  
を用いて調べた。スマトラの例ではヒトヒ卜伝碍の統計学  
的エビデンスが見られ、概算された2次感染率は29％、局  
所的増殖数の下限値は1．14であった。トルコの例ではヒト  
ーヒ卜伝播のエビデンスは得られなかった。  

蔦才茄  
ザ  2007；13：1348－  EmergInfectDis  1353  インフルエンザワクチン  

2007年に宮崎および岡山県で発生したH5Nl亜型高病原  

性鳥インフルエンザの発生例から分離したウイルス4株の  
全塩基配列を決定し、また、病原性について調べた。4株  
は遺伝学的に極めて近縁であり、2005年中国青海湖で死  
亡した野鳥から分離された系統に属していた。鶏では棒  
種鶏全てが死亡した。50％マウス致死王は5xl∞EID50で  
あった。またウイルスは接種マウスの肺だけでなく脳から  
も回収された。  

蔦才ジヲ7［王ジ ザ  新島面葛篭亨才フr 

ス学会学術集会  
200丁年10月2卜23  

‾   日 216  

E型肝炎  
軒面師才フr 
ス学会学術集会  
2007年10月2卜23  

‾   日  

白盲薗丙丁5石ララ葡育施葡i三畜洋右福確青活漸三弓T；  
て調査した。各施設につき10箇所の豚房より糞便を採取  
し、ウイルスゲノムの検出を行ったところ、HEVゲノム陽性  
率は70％であった。ウイルスは全てⅢ型およぴⅣ型の遺伝  
子型に属していた。ひとつの凹型に属するサンプル（＄W  
JB－E8）については全長の90％の配列情報が得られ、塩基  
レベルでのホモロジーはヒトから分離されたものに近いこ  
とが明らかとなった。   

天ヲ萬ジ‾‾…  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
百日せきワクチン  
破傷風トキソイド   
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日本脳炎ウイルスに関する2006年度感染症流行予測調  
査では、ヒトで4自治体1197人、ブタで33自治体5349頂を  
対象に調査を行った。ヒトにおけるNT抗体価1：10以上の  
抗体保有状況は、1－3歳で10％未満、4鼓で約20％、5歳で  
約80％であった。ブタでHl抗体が1頭以上確認された自治  
休は27あり、うち抗休保有率50％以上は17、更に12自治体  
では80％以上であった。2004年度と比較して抗体保有率  
が急増する年齢が年長側にシフトし、5歳未満に感受性者  
の蓄積が認められた。  

第39回日本小児感  
染症学会総会・学  
術集会 2007年11  
月9－11日  

日本脳炎  

ヒツジの分娩時に農夫が羅患する謎の皮膚疾患が英国  

Hampshireの農夫およびSouthamptonの医師チームに  
よって発見され、BntJShJournaLofDermatoIogyに発表さ  
れる。この疾患は耳だけに熱感、痔み、水ぶくれなどが起  
こり、毎年ヒツジの分娩時期に発症し、kmbjngearsと名  
づけられた。生検の結果、多形性光発疹と類似している  
ことが明らかとなった。農作業と関連する辛が示唆され  
た。  

ヒツジ血液  ヒツジの血液  
製造中止  感染  

Doctor■s G山de  

2007年11月12日  沈降精製百日せきワクチン  
百日せきワクチン  

ウイル病秋やみ混合ワクチン  ウサギ血清  

日本脳炎ワクチン  
マウス脳  

マウスの脳  日本  
乾燥日本脳炎ワクチン  

乏扇ラ草子す再裏白∵謀面前蒜；㌫忘蔚衰蔀おヲ列画直施啓●  

の従業員における原因不明の神経疾患についての報告  
があり、州保健局と米国CDCが調査中である。2008年1月  
28日現在、進行性炎症性神経障害症例は12例で、症状  
はブタ頚部処理に関わったヒトで発生した。原因は特定さ  
れていない。  

ダルテパリ  

ンナトリウム   
ブタフ傾聴藤■   葡謹素障ぎ‾‾‾  

CDC／MMWR2008；  

57（EaHyRelease）：  
1－3  

中華人民共 和国  

2006年11月から2007年11月にMinnesotaの豚肉加工場作  
業員12名が炎症性神経疾患を発症し、2008年1月中旬に  
Indianaの豚肉加工場従業員も同様の症状を発症したゝ。全  
員、ブタの頭から脳を吹き飛ばすために使用する強力な  
空気圧縮装置の近くに配置されていた。彼らは手足の疲  
労感、麻痔および痔きといった炎症性神経症状の顕著な  
特徴を示した。ブタの中枢神経系が感染媒体である可能  
性がある。   

ProMED－  

mai120080129．0366  

9／260ページ  



伊藤ライフ  
サイエンス  

パルナパリンナトリウム  パルナパリ  
ンナトリウム  

タ腸粘膜  アルゼンチ  
ン・中華人  
民共和国  

有効成分  神経系障害  2007年10月29日、米国Minnesoh南東部の  
57（EartyReleさSe）：  

CDC／MMWR2008；  1－3  

の従業員における原医不明の神経疾患についての報告  
があり、州保健局と米国CDCが調査中である。2008年1月  
28日現在、進行性炎症性神経障害症例は12例で、症状  
はブタ頭部処理に関わったヒトで畢生した。原因は特定さ  
れていない。  

ProMED－  

mait20080129．0366  

2006年11月から2007年11月にMinnesotaの豚肉加工場作  

業員12名が炎症性神経疾患を発症し、2008年1月中旬に  
Indianaの豚肉加工場従業最も同様の症状を発症した。全  
員、ブタの頭から脳を吹き飛ばすために使用する強力な  
空気圧縮装置の近くに配置されていた。彼らは手足の疲  
労感、麻痺および寝きといった炎症性神経症状の顕著な  
特徴を示した。ブタの中枢神経系が感染媒体である可能  
性がある。  

ワワシニアワ  
イルス接種  

家兎炎症皮  
膚抽出液  

バトロキソビ  
ン  

／くトロキソビン  

ー       、■  

＿ユ‾ソー  

ランド、オー  
ストラリア、  
アルゼンチ  
：ん＿川●．．．．‖．．＿＿．  
中国  ずブ荷町 

■ ンナトリウム  

蔦才シテ7仁王う ザ  2007年12月10日中国保健局は、トリインフルエンザに  PubLic HeaJth  
Agency of 
Canada／CCDR  
Weekly2008年1月  
11日  

罷った息子と父親の間の因果関係を調査中であるが、ウ  
イルスが新種に突然変異したとのエビデンスは見つかっ  
ていないと報告した。先週Jiangsu省で52歳の父親は、24  
歳の息子が同疾患で死亡した後、H5Nlトリインフルエン  
ザと診断された。新華社通信によると、息子は死んだ家  
禽と接触しておらず、Jiangsu省では家禽でのアウトブレイ  
クは報告されていないとのことである。   

ヘパリンナトリウム注射液  ヘパリンナト リウム  中国、アメリ  
カ、カナダ、  
オーストラリ  
ア   

中華人民共  
和国  

ヘパリンナトリウム  

ウリナスタテ  
ン   

ヒト尿  



ダルテパリンナトリウム  
ダルテパリ ンナトリウム  

ブタ小腸粘膜   

コンドロイテン硫酸鉄コロイド  コンドロイテ  
ン硫酸ナトリ  
ウム  

SPFウズラ  

胚  
乾I深弱毒生風しんワクチン  

乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

SPFニワトリ  

胚  乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

ヴジ五官‾‾‾  
＿ヽ○ ＿．．ユ■ン′－ ランド、オー ストラリア  

乾燥弱毒空風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生水痘ワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
水痘抗原  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  
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沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  
乾燥まむし抗毒素 乾燥ジフテリア抗毒 

素  
乾燥破傷風抗毒素  

物病研究  
阪大微生  ∠ゝ コ言  

ウマ血清  ウマの血清   

エリスロマイ  
シンラクトビ  
オン酸塩  

才亨ミニダこ常  
国、カナダ、  

ニュージー ランド  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生水痘ワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
水痘抗原  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

カザミノ酸  オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  
百日せきワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  

コレステロー  

オーストラリ ア、ニュー ジーランド  乾燥日本脳炎ワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
日本脳炎ワクチン  
水痘抗原  
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物病研究  
阪大微生  会  

乾燥弱毒生風しんワクチン  トリプシン  ブタの膵臓  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生水痘ワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
水痘抗原  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

阪大微生  
物病研究  
■∠ゝ．  コ王：  

ニワトリ肉エ キス  
該当なし（製 造中止）  

沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  

阪大微生  
物病研究  

A コ＝  

ブタあ菌二‾藤‾ 肪  

該当なし（製 造中止）  ブタ肉エキ ス  合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  

ペプトン  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  

日本脳炎ワクチン  
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